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第1章 河川整備計画の目標に関する事項 

第1節 流域及び河川の概要 

１.流域の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水系名 河川名 指定区間延長 流域面積 

男里川 

男里川 2.5km 58.66km2 

金熊寺川 10.5km 25.82km2 

山中川 2.5km 19.54km2 

菟砥川 1.5km 12.51km2 

図-1.1 男里川水系流域位置図 

図-1.2 男里川水系流域図 
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川の四河川からなる二級水系で、泉南市、阪南市を流れ、その流域は泉南市、阪南市、泉佐野市、和歌山市、岩出市、紀の川市に属しています。 

男里川は、流域面積は約58.66km2、二級指定区間延長は約2.5kmで、和泉山脈に源を発し、大阪湾に注ぎます。 

金熊寺川は、流域面積は約25.82km2、二級指定区間延長は約10.5kmで、男里川の河口から上流1.9km付近で右岸から合流します。 

山中川は、流域面積は約19.54km2、二級指定区間延長は約2.5kmで、男里川の河口から上流2.4km付近の男里川上流端で右岸から合流します。 

菟砥川は、流域面積は約12.51km2、二級指定区間延長は約1.5kmで、男里川の河口から上流2.4km付近の男里川上流端で左岸から合流します。 

表-1.1 河川延長（管理区間） 

 

男里川水系流域 
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２.流域の特性 

（１）自然環境特性 

１）地形・地質 

男里川水系の地形は、上流域には和泉山脈があり、下流域には泉南台地が緩やかに広がり、金熊寺川合流点付近から、大阪湾沿岸の平地に続きます。標高は、流域界をなす山稜が500～400m程度、丘陵地が300

～100m、平地は50～5m程度となっています。 

男里川水系の地質は、上・中流部が和泉層群、下流部は大阪層群から構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

出典：地質図Navi（国立研究開発法人 産業技術総合研究所 / 地質調査総合センター） 出典：国土地理院 

図-1.3 男里川流域周辺の地形図 図-1.4 流域の地質図 
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２）気候 

 

 

 

 

 

流域内の気候は、温暖で降水量の少ない「瀬戸内海式気候」に属し、近傍の大阪管区気象台熊取観測所における昭和56年から平成27年までの気象データによると、年平均気温は15.8℃と温暖で、年平均

降水量は1,292mmとなっており、全国平均値1,700mmに比較して少ないという特徴があります。 

図-1.5熊取観測所の気温と降水量（平年値） 

 出典：気象庁HP 
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３）自然環境 

①魚類                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

男里川水系での既往調査で、魚類は 8科 21 種確認されており、大阪府レッドリスト 2014 で絶滅危惧Ⅱ類に指定されているイトモロコ、ドジョウ、ミナミメダカや、準絶滅危惧に指定され

ているタモロコ、ナマズ等が確認される一方、外来生物法により特定外来生物に指定されているブルーギルやオオクチバスも確認されています。 

表-1.2 男里川水系で確認された魚類 

 

図-1.6 確認された主な魚類（赤字は重要種・外来種） 

出典：平成 23 年調査：二級河川牛滝川外 河川水辺環境調査業務委託 

出典：平成 23 年調査：二級河川牛滝川外 河川水辺環境調査業務委託 

 10. ミナミメダカ 

1997 2001 2011

1 ウナギ ウナギ ウナギ ○
2 コイ コイ コイ ○ ○ ○

3 ギンブナ ○ ○ ○
4 オイカワ ○ ○ ○

5 カワムツ ○ ○ ○
6 モツゴ ○ ○

7 タモロコ ○ ○ 大阪準絶
8 カマツカ ○

9 イトモロコ ○ 大阪Ⅱ種
10 ドジョウ ドジョウ ○ ○ 大阪Ⅱ種

11 ナマズ ナマズ ナマズ ○
12 ダツ メダカ メダカ ○

13 タウナギ タウナギ タウナギ（本土産） ○ 国外
14 スズキ サンフィッシュ ブルーギル ○ ○ ○ 特定

15 オオクチバス（ブラックバス） ○ 特定
16 ハゼ ドンコ ○

17 マハゼ ○
18 シマヨシノボリ ○

19 トウヨシノボリ（型不明） ○ ○
20 カワヨシノボリ ○ ○ ○

21 ヌマチチブ ○ ○
合計 5科12種 4科11種 6科15種6目8科21種

重要種 外来種No. 目名 科名 和名
調査実施年度
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②底生生物                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-1.3 確認された主な底生生物 

底生生物は、57 科 127 種確認されており、大阪府レッドリスト 2014 で準絶滅危惧に指定されているヒラテテナガエビが確認されています。そのほか、カワニナ、ゲンジボタルなどが確認

されています。 

出典：平成 23 年調査：二級河川牛滝川外 河川水辺環境調査業務委託 
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③植生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④男里川河口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貴重種

大
阪
府

R
L

1 ズグロカモメ 準絶

2 イカルチドリ 絶危Ⅱ

3 メダイチドリ 絶危Ⅱ

4 ソリハシシギ 絶危Ⅱ

5 キアシシギ 絶危Ⅰ

6 キョウジョシギ 絶危Ⅱ

7 トウネン 準絶

8 ハクセンシオマネキ

9 ユビアカベンケイガニ 準絶

10 アシハラガニ

11 ヤマトオサガニ

12 シオマネキ 絶危Ⅱ

13 ウモレベンケイガニ 絶危Ⅱ

14 トビハゼ 絶危Ⅰ

15 フトヘナタリ 準絶

16 クリイロカワザンショウ 準絶

17 ホソウミニナ 絶危Ⅰ

18 イボウミニナ 不足

19 ヘナタリ 絶危Ⅰ

20 タケノコカワニナ 絶危Ⅰ

21 ハマサジ 絶危Ⅰ

22 ハママツナ 絶危Ⅰ

23 ナガミノオニシバ 絶危Ⅰ

鳥類

植物群落

底生生物

和名No. 分類

図-1.7 植生図 

 

 

 

出典：自然環境保全基礎調査 植生調査  

環境省 自然環境局 生物多様性センター（平成21年調査） 

 0  1  2  3 ㎞ 

また、男里川河口には大阪府内唯一の天然干潟が形成されており、野鳥や海の生物など貴重な生物

の生息地となっています。 
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ユビアカベンケイガニ 

 

 

 

ハマサジ 

 

 

 

出典：大阪の生物多様性ホットスポット（平成28年1月） 

大阪府環境農林水産部みどり推進室みどり企画課 

表-1.4 男里川河口で確認される生物 

 

 

 

図-1.8 男里川河口で確認される生物 

 

 

 

出典：大阪の生物多様性ホットスポット（平成28年1月） 

大阪府環境農林水産部みどり推進室みどり企画課 
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（２）社会環境特性 

１）人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2）産業                                                                                               
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平成27年10月時点で、流域市の人口は、泉南市が約6.3万人、阪南市が約5.4万人、泉佐野市が約

10.1万人となっています。また、世帯数は、泉南市が約2.3万世帯、阪南市が約2.1万世帯、泉佐野市

が約4.1万世帯となっています。平成7年頃から平成18年頃までは、関西国際空港や大阪湾ベイエリ

アの開発に伴う住宅開発の影響もあって人口は増加傾向にありましたが、近年はやや減少傾向です。 

出典：年齢別人口の推移（国勢調査） 出典：常住人口と昼間人口（国勢調査） 

 

 

図1-9 流域市の人口の推移 

出典：総務省統計局「事業所・企業統計調査」 

※「兼業農家」：世帯員のなかに兼業従事者が1人以上いる農家をいう。 
※「自給的農家」：経営耕地面積30a未満かつ農産物販売金額が年間50万円未満の農家をいう。 

出典：農業センサス 

     図-1.13 農家数の推移 

 

 

泉南市では、平成22年国勢調査時点の就業者人口は、卸売り、飲食店、サービス業等の第3次産業

が71.1％、製造業等の第2次産業が26.1％、農業等の第1次産業が2.8％となっています。同様に、

阪南市では、第3次産業が74.2％、第2次産業が24.2％、第1次産業が1.6％、泉佐野市では、第3

次産業が72.5％、第2次産業が24.8％を占め、第1次産業は2.7％となっています。 

図-1.10年齢別人口の推移 

 

図-1.11 常人口と昼間人口 

図-1.13  事業所・従業員数の推移 

 

※各年10月1日現在 

出典：大阪府統計年鑑等（平成27年は国勢調査速報値） 
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出典：大阪府統計年鑑 

「市町村、労働力状態、産業（大分類）別15歳以上就業者数」 

※全就労者：分類不能の産業を含む。 

図-1.12 産業別就業者割合推移 
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①農業・林業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②漁業                                         

                                                                

 

 

 

 

 

 

 

③工業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河口部に隣接する岡田漁港、田尻漁港では、イワシ類、タコ類、イカナゴ、スズキ類等の漁獲があ

り、いかなごのくぎ煮、アナゴ、泉だこが特産品となっています。 

出典：農林水産省「漁業センサス」 

男里川の流域市では、伝統的に優れた栽培技術で生産され、全国にも誇れる農産物が多くあります。

泉南市、泉佐野市で主に生産されている大阪ふき、泉州きゃべつ、泉州たまねぎ、泉州さといも、大

阪ねぎ、泉州みずなす、紅ずいき、大阪えだまめは、「なにわ特産品」として選定されています。また

泉南市、泉佐野市他が原産の泉州黄玉葱は、「なにわの伝統野菜」として認証されています。果実につ

いては、約200年の歴史がある温州みかんの栽培が盛んであり、男里川流域市では、泉南市で主に生

産されています。 

図-1.14農家数の推移 

 

図-1.15耕地面積の推移 

 

図-1.16 経営体数の推移 

出典：大阪府統計年鑑「市町村別、専業兼業別農家数及び経営耕地面積」 

出典：大阪府統計年鑑「市町村別、専業兼業別農家数及び経営耕地面積」 

※「兼業農家」：世帯員のなかに兼業従事者が1人以上いる農家をいう。 
※「自給的農家」：経営耕地面積30a未満かつ農産物販売金額が年間50万円未満の農家をいう。 

※「経営耕地面積」：農林業経営体が経営している耕地（田、樹園地、畑）の面積をいう。 

工業については、繊維産業等が盛んです。泉南市ではペットボトルから再生された繊維を使ったエ

コ作業手袋、泉佐野市では全国シェアの約半数を占める泉州タオルが特産品となっています。 

出典：経済産業省「工業統計調査」 

図-1.17工業関連の事業所数、従業員数及び出荷額 
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３）土地利用 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図-1.18  泉南市、阪南市、泉佐野市の土地利用図（データ作成 平成22年） 

出典：大阪府 地図情報システム 

平成26年1月時点で、泉南市の土地利用は、宅地が約38％、農地(田及び畑)が約27％、山林が約16％、その他が約18％、阪南市の土地利用は、宅地が約43％、農地(田及び畑)が約20％、山林が約27％、そ

の他が約10％、泉佐野市の土地利用は、宅地が約40％、農地(田及び畑)が約24％、山林が約18％、その他が約19％となっています。 

流域内の土地利用は、阪和自動車道から上流域は山地で、豊かな自然が残されています。中流域及び下流域では市街化区域が大半を占めていますが、沿川では比較的田畑が広がっています。平成6年から平成

22年への土地利用の変化については、流域市全体でみると、田畑が減少し、宅地が増加している傾向にあります。また、都市計画法による市街化区域の指定状況は、町面積の14.3％（704ha）であり、用途地域

は住居系が12.4％、商業系が0.2％、工業系が1.7％を占めています。 

表-1.5地目別面積表 

 0  1  2  3 ㎞ 

地積（m2） （％） 地積（m2） （％） 地積（m2） （％）
宅地 10,948,431 39.5 7,101,836 38.2 5,226,882 43.3
田 6,026,882 21.7 4,195,176 22.6 2,249,058 18.6
畑 590,888 2.1 892,894 4.8 195,052 1.6
山林 4,989,366 18.0 3,040,399 16.4 3,253,811 26.9
原野 11,540 0.0 131,120 0.7 115,171 1.0
雑種地 4,762,254 17.2 3,065,637 16.5 840,210 7.0
鉄軌道 422,547 1.5 167,722 0.9 194,942 1.6
計 27,751,908 100.0 18,594,784 100.0 12,075,126 100.0

地目
泉佐野市 泉南市 阪南市
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４）歴史・文化・観光 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名　称 指定内容
男里遺跡 泉南市 ①
滑瀬遺跡 泉南市 ②
幡代遺跡 泉南市 ③
幡代南遺跡 泉南市 ④
天神ノ森遺跡 泉南市 ⑤
高田山古墳群 泉南市・阪南市 ⑥
林昌寺出土の銅鐸 阪南市（林昌寺） ⑦
岡中鎮守社のくす 大阪府指定天然記念物 泉南市 ⑧
岡中鎮守社のマキ 大阪府指定天然記念物 泉南市 ⑧

場　所

表-1.6 流域内指定文化財一覧表 

 

 

図-1.20 男里川流域の歴史、文化、観光施設 

 

 

男里川の周辺は、戦時中も大きな空襲を受けなかったため、多くの文化財があります。 

男里遺跡は、縄文時代後期から中世の複合遺跡で、大阪府南部の泉南市男里・馬場・幡代に所在しています。男里右岸にあたり、約1㌔×1.3㌔四方の広がりを持つ遺跡です。昭和5年（1930）に遺物が発見

されたことが契機となり、最初の調査が行なわれ、弥生土器や石器が確認されました。周辺の主要な遺跡としては、弥生時代では滑瀬
なめんじょ

遺跡（中期）・幡代遺跡・幡代南遺跡（前～中期）、古墳時代では天神の

森遺跡（後期）、高
こう

田
だ

山
やま

古墳（後期）などが知られています。又、調査地から約1.5㌔離れて現存する林昌寺の境内からは、泉南地域唯一の銅鐸が発見されています。 

また、岡中旧鎮守神社境内にある大楠は、根元の囲りは12メートル、高さ30メートル、枝がおおう地面は300平方メートル以上にもなる大木で、その樹齢は約800年といわれ、大阪府天然記念物として指定

を受けています。 

図-1.19 文化財位置図 

 

 

男里遺跡 

天神ノ森遺跡 

 

 

 

幡代遺跡 

 

高田山古墳群 

 

表-1.6 文化財リスト 

 

  0  1  2  3 ㎞ 

滑瀬遺跡 

林昌寺出土の銅鐸 
※林昌寺銅鐸は大阪府立弥生

文化博物館にて常設展示 

岡中鎮守社のくず（左）マキ（右） 

 

 

 

出典：泉南市HP、阪南市HP、大阪府HP 
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５）交通 

 

 

 

 

  

 

 

図-1.21 流域市の交通網図  

 

流域内における交通は、大阪府と和歌山県を結ぶ形で鉄道や幹線道路が整備されています。鉄道はJR阪和線、南海本線が並走し、幹線道路は阪和自動車道、国道26号（第二阪和国道）、関西空港自動車道と

いった交通網が基幹を成しています。 

金熊寺川を横断するJR阪和線 

 

男里川を横断する南海本線 

 

図-1.22 男里川流域の主要交通 

 

 0  1  2  3 ㎞ 

菟砥川を横断する国道26号 
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３. 河川の特性 

①男里川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男里川は、主に築堤形状であり、多くは市街地を流下しています。河口～金熊寺川合流点は川幅が90～110mと広く、高水敷を有する複断面構造となっています。金熊寺川合流点～山中川・菟砥川合流点は川

幅が約40mの単断面構造となっています。河床勾配は1/300～1/250程度です。 

図-1.23 男里川の河川特性 

 

【男里川橋下流】  【菟砥橋下流】  【男里川橋上流】  【国道26号下流】  

金熊寺川  

男里川  
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図-1.24 男里川縦断図 

 

 

 

出典：二級河川男里川外河川氾濫解析検討業務委託（平成25年2月）に加筆 
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②金熊寺川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金熊寺川は、主に掘込形状であり、多くは農地を流下しています。川幅が10～40mの単断面構造となっています。河床勾配は1/160～1/50程度です。 

図-1.25 金熊寺川の河川特性 

 

国
道
２
６
号 

JR

阪

和

線 

阪
和
自
動
車
道 

【男里川合流点上流】  【阪和自動車道上流】  【幡代橋下流】  【紀州街道上流】  

紀

州

街

道 

幡
代
橋 
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図-1.26 金熊寺川縦断図 

 

 

 

出典：二級河川男里川外河川氾濫解析検討業務委託（平成25年2月）に加筆 
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③山中川・菟砥川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山中川は、主に築堤形状であり、多くは農地を流下しています。川幅が10～25mの単断面構造となっています。河床勾配は1/130～1/90程度です。 

菟砥川は、掘込形状であり、農地と宅地の混在地を流下しています。川幅が20～25mの単断面構造となっています。河床勾配は1/120程度です。 

 

図-1.27 山中川、菟砥川の河川特性 
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【菟砥川 下亀橋下流】  
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図-1.28 山中川縦断図 

 

 

 

出典：二級河川男里川外河川氾濫解析検討業務委託（平成25年2月）に加筆 
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図-1.29 菟砥川縦断図 

 

 

 

出典：二級河川男里川外河川氾濫解析検討業務委託（平成25年2月）に加筆 
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